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  皆さんこんにちは。多度津高校定時制です。今日は皆さんに、１学期の本校の様々な活動に

ついてお伝えしたいと思います。 

 

 ①授業の様子 

   本校では、豊かな教養と確かな専門性を身につけることを目標に、日々の授業に取り組んで

います。そのため、共通教科と工業の科目をバランス良く学ぶことができるカリキュラムを編成

しています。今回は、いくつかの授業の様子をご紹介します。 

 

  書道の授業風景です。中学校では書写といって国語の一分野でし

たが、高校では一つの教科となります。多高定時制では、１年生と２年

生で週に１時間ずつ学習します。 

左の写真は１年機械科の生徒が、毛筆に取り組んでいるところで

す。少人数教育のメリットを活かして、先生の指導をたくさん受けな

がら、字の上達に挑んでいます。 

 

  家庭科の授業風景です。中学校では技術・家庭科という教

科でしたが、高校では家庭科が単独で一つの教科になりま

す。多高定時制では２年生で週に２時間学習します。 

左の写真は、子どもの保育に関する分野の学習で、折り紙

で玩具を作っているところです。昨年度からコロナの影響で

中断していますが、もちろん定時制でも調理実習を実施して

います。  

 

 

  体育の授業風景です。高校では保健体育という教科にな

ります。多高定時制では１年生と２年で週に１時間ずつ座学

の保健が、１年生から４年生まで週に２回の実技の体育が

あります。 

 左の写真は４年生が、２０ｍシャトルランに取り組んでいる

ところです。日中働いた後のシャトルランは、体力的に非常

にきついようですが、自己ベスト目指して走り続けていまし

た。 

 

 まず前半の部として、共通教科を取り上げました。この他にも、国語、地理歴史、公民、理科、 

英語などを学習します。情報の授業は、情報技術基礎という工業科の学習をします。他にも、 

週に１回のロングホームルームがあります。裏面では専門科目の様子をお伝えします。 

  

  

  課題研究の授業風景です。中学校での総合的な学

習の時間と同様に、自分で課題を設定してその解決

方法を探ります。 

 左の写真は機械科の４年生が、お猿さんの形をした

フラワーポットの原画を描いて、先生のアドヴァイスを

いただいているところです。完成品は１１月の公開展

で展示する予定です。 

 

  

  国家資格取得にむけて、休日の課外授業に臨んでいる様子

です。多高定時制では様々な国家資格の取得を奨励していま

す。 

 左の写真は電気科の３年生が、第２種電気工事士試験の学

科テスト対策をしているところです。仕事の都合を付け、休日

に登校して学習することは根気のいることですが、先生方も

全力でバックアップしています。 

 

②部活動の様子 

  本校では、定通総体前の３週間、部活動に励んでいます。毎年同じ種目に参加する者、年によ

って参加種目を変える者、参加の形態は様々ですが、部活動を通して学年の枠を超えた交流

がみられます。今年は、陸上競技・卓球・ソフトテニス・バドミントンの４種目に参加しました。 

 

                                             

 

 

 

 

 

                         

                      バドミントン競技 

   ソフトテニス競技       個人戦ベスト４、団体戦準         卓球競技 

相手チームを寄せ付   優勝となり連続全国大会出場      残念ながら、勝利を 

けることのない堂々とし   は逃してしまいましたが、手に     収めることはできませ 

  た戦いぶりで優勝し、全   汗握る大接戦でした。          んでしたが、日頃の練 

 国大会出場権を獲得し                           習の成果を、思う存分 

 ました。                                     発揮できました。 

 

                                    

                                        陸上競技 

                                   夜の堀江キャンパスで、短距離走 

                                 の練習に励んできました。当日は自分 

                                 らしい走りをすることを心がけ、屋島陸 

                                 上競技場を駆け抜けてきました。 


